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〔
判
示
事
項
〕

本
件
手
形
は
、
手
形
割
引
に
よ
り
被
告
Y
が
金
融
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
振
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
手
形
の
受

取
人
で
あ
る
G
か
ら
の
割
引
金
の
支
払
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
、
G
に
対
し
て
は
、
割
引
金
の
支
払
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
手
形
債
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
、
次
に
、
G
と
原
告
X
と

の
間
の
裏
書
の
原
因
関
係
は
存
在
せ
ず
、
X
は
、
手
形
の
支
払
を
求

め
る
何
ら
の
経
済
的
利
益
を
有
さ
な
い
手
形
所
持
人
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
、
G
に
対
す
る
抗
弁
を
も
っ
て
X
に
対
抗
し
、
手
形
債
務
の
履

行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

〔
参
照
条
文
〕

手
形
法
七
七
条
一
項
、
一
七
条

〔
事
　
実
〕

平
成
一
六
年
七
月
二
〇
日
、
同
月
末
の
被
告
Y
社
の
資
金
繰
り
に

窮
し
て
い
た
Y
の
代
表
取
締
役
社
長
（
以
下
、
Y
社
長
）
は
、
手
形

割
引
に
よ
っ
て
Y
が
金
融
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
件
約
束
手

形
を
振
り
出
し
、
G
社
専
務
取
締
役
A
に
交
付
し
た
。
Y
社
長
と
A

の
間
で
は
、
七
月
末
日
ま
で
に
A
が
Y
に
割
引
金
を
交
付
す
る
と
い

う
約
束
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
限
ま
で
に
割
引
金
は
交
付
さ
れ
ず
、

ま
た
、
そ
の
後
も
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
。
Y
社
長
は
A
に
対
し
て
本
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件
手
形
の
返
還
を
要
求
し
、
九
月
一
七
日
頃
に
は
直
接
面
会
し
て
返

還
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
は
正
当
な
理
由
な
く
返
還
を
拒

否
し
た
。

X
は
G
か
ら
本
件
手
形
の
裏
書
を
受
け
、
満
期
に
支
払
呈
示
し
た

と
こ
ろ
、
支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
Y
に
対
し
て
手
形
訴
訟
を
提

起
し
た
。
手
形
判
決
で
は
X
の
手
形
金
請
求
は
認
容
さ
れ
た
が
、
Y

か
ら
手
形
詐
欺
な
ど
を
主
張
し
て
右
手
形
判
決
に
異
議
を
申
し
立
て

た
と
こ
ろ
、
X
は
、
aL
公
共
事
業
の
下
請
け
を
受
注
す
る
た
め
に

元
請
け
と
な
る
A
の
知
己
に
「
協
力
金
」
を
支
出
し
た
が
、
そ
の
元

請
け
の
受
注
が
不
調
に
お
わ
っ
た
の
で
、
右
協
力
金
の
返
還
の
た
め

に
本
件
手
形
の
裏
書
を
受
け
た
、
ま
た
、
bL
F
社
な
る
会
社
（
実
在

す
ら
怪
し
い
）
に
対
す
る
測
量
事
業
の
請
負
代
金
の
前
払
い
の
た
め

に
本
件
手
形
を
裏
書
譲
渡
さ
れ
た
、
な
ど
と
主
張
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

（
振
出
の
原
因
関
係
に
つ
い
て
）「
本
件
手
形
は
手
形
割
引
に
よ
り
被

告
Y
が
金
融
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
振
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
Y
と
G
と
の
間
の
手
形
振
出
の
原
因
関
係
は
、
両
者
間
の
金

銭
融
通
に
関
す
る
合
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
合
意
に
基
づ
く
期

限
で
あ
る
平
成
一
六
年
七
月
末
日
ま
で
に
割
引
金
は
Y
に
交
付
さ
れ

な
か
っ
た
し
、
そ
の
後
も
交
付
は
な
か
っ
た
の
で
、
融
通
に
関
す
る

合
意
は
解
除
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
原
因
関
係
は
消
滅
し
た
。

G
は
本
件
手
形
に
つ
い
て
何
の
権
利
も
有
し
な
い
。」

（
裏
書
の
原
因
関
係
に
つ
い
て
）「
X
の
主
張
す
る
原
因
関
係
の
う
ち
、

上
記
aL
（
協
力
金
返
還
請
求
権
）
は
、
X
の
社
長
自
身
が
否
定
し
て

お
り
、
本
件
手
形
裏
書
の
原
因
関
係
で
は
な
い
。
上
記
bL
（
請
負
代

金
請
求
権
）
は
、
こ
れ
に
関
す
る
X
社
長
の
供
述
は
ま
っ
た
く
信
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
X
社
長
の
い
う
よ
う
な
原
因
関
係
は
存
在
し

な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
原
告

の
主
張
の
経
緯
な
ど
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、
G
と
X
と

の
間
の
本
件
手
形
裏
書
の
原
因
関
係
は
い
っ
さ
い
存
在
し
な
い
と
認

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
結
論
と
し
て
）「
Y
は
、
本
件
手
形
の
受
取
人
で
あ
る
G
に
対
し

て
は
、
割
引
金
の
支
払
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
手
形
債
務
の

履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
G
と
X
と
の
間
の
裏
書
の
原

因
関
係
は
存
在
せ
ず
、
X
は
手
形
の
支
払
い
を
求
め
る
何
ら
の
経
済

的
利
益
も
有
さ
な
い
手
形
所
持
人
で
あ
る
か
ら
、
Y
は
、
G
に
対
す

る
抗
弁
を
も
っ
て
X
に
対
抗
し
、
手
形
債
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が

で
き
る
（
最
判
昭
和
四
五
年
七
月
一
六
日
民
集
二
四
巻
七
号
一
〇
七
七
頁

参
照
）。
X
の
請
求
は
理
由
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
認
容
し
た
手
形

判
決
を
取
消
し
、
X
の
請
求
を
棄
却
す
る
。」
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〔
研
　
究
〕

判
旨
に
賛
成

一

本
件
は
、
資
金
の
融
通
を
受
け
る
た
め
に
約
束
手
形
を
振
り
出

し
た
者
が
受
取
人
か
ら
何
ら
の
資
金
の
提
供
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
に
人
的
抗
弁
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
こ
の

抗
弁
を
も
っ
て
右
手
形
を
対
価
な
く
し
て
取
得
し
た
所
持
人
に
も
対

抗
し
う
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

被
告
の
振
出
人
か
ら
は
、
本
件
手
形
は
受
取
人
に
よ
り
詐
取
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
の
事
実
認

定
に
お
い
て
は
、
ほ
ん
ら
い
受
取
人
か
ら
振
出
人
へ
支
払
わ
れ
る
べ

き
「
割
引
金
」
が
一
切
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い

る
に
と
ど
ま
り
、
受
取
人
に
よ
る
詐
欺
行
為
（
手
形
パ
ク
リ
）
の
認

定
は
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
に
つ
い
て
特
に
不
要
な
も
の
と
断

り
を
入
れ
た
う
え
で
あ
え
て
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
判
旨

に
よ
っ
て
受
取
人
か
ら
所
持
人
へ
の
裏
書
の
原
因
関
係
は
架
空
の
取

引
で
あ
る
こ
と
が
厳
し
く
指
弾
さ
れ
て
お
り
、
所
持
人
が
対
価
な
く

し
て
本
件
手
形
を
取
得
し
た
こ
と
は
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
振
出
・
裏
書
の
両
手
形
行
為
の
原
因
関
係
の
欠
缺
を
理
由

と
し
て
、
本
件
判
旨
は
、
二
重
無
権
の
抗
弁
に
よ
っ
て
請
求
棄
却
の

結
論
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　
手
形
債
務
者
が
所
持
人
の
前
者
に
対
し
て
人
的
抗
弁
を
対
抗
し

う
る
場
合
、
悪
意
の
抗
弁
（
手
一
七
条
但
書
）
に
お
い
て
は
所
持
人

の
手
形
取
得
時
の
害
意
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
て
、
二
重
無
権
の

抗
弁
に
お
い
て
は
権
利
行
使
時
の
「
固
有
の
経
済
的
利
益
」
な
い
し

「
独
立
の
経
済
的
利
益
」
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

手
形
債
務
者
か
ら
し
て
み
れ
ば
後
者
の
ほ
う
が
所
持
人
の
手
形
取
得

時
の
主
観
的
態
様
の
主
張
・
立
証
な
し
に
抗
弁
を
対
抗
し
う
る
点
で

よ
り
有
利
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
点
、
判
旨
の
引
用
す
る
最
判
昭
和
四
五
年
七
月
一
六
日
（
民

集
二
四
巻
七
号
一
〇
七
七
頁
）
は
夙
に
二
重
無
権
の
抗
弁
の
先
例
と
し

て
知
ら
れ
る
判
決
で
あ
る
が
、
そ
の
事
実
関
係
は
、
約
束
手
形
が
甲

→

乙→

丙
と
流
通
し
、
そ
の
原
因
関
係
は
丙→

乙→

甲
へ
の
商
品

（
掃
除
機
三
〇
ダ
ー
ス
）
の
各
取
引
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
取
引
が
い
ず

れ
も
合
意
解
除
さ
れ
て
各
取
引
上
の
代
金
債
務
は
消
滅
し
、
商
品
は

逐
次
丙
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
最
高
裁
は
、「
右
の

よ
う
な
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
甲
は
、
手
形
振
出
の
原
因

関
係
消
滅
の
抗
弁
を
も
っ
て
、
受
取
人
た
る
乙
に
対
し
て
の
み
で
な

く
、
乙
か
ら
右
手
形
の
裏
書
譲
渡
を
受
け
た
丙
に
も
対
抗
し
、
手
形

債
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
け
だ
し
、
か
か
る
原
因
関
係
に
由
来
す
る
抗
弁
は
、
本
来
、
直

接
の
相
手
方
に
対
し
て
の
み
対
抗
し
う
る
い
わ
ゆ
る
人
的
抗
弁
た
り
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う
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
的
抗
弁
の
切
断
を
定
め
た
法
の
趣
旨
は
、

手
形
取
引
の
安
全
の
た
め
に
、
手
形
取
得
者
の
利
益
を
保
護
す
る
に

あ
る
と
解
す
べ
き
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
前
記
の
よ
う
に
、
自
己

に
対
す
る
裏
書
の
原
因
関
係
が
消
滅
し
、
手
形
を
裏
書
人
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
丙
の
ご
と
く
、
手
形
の
支
払
を
求

め
る
何
ら
の
経
済
的
利
益
も
有
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
手
形
所

持
人
は
、
か
か
る
抗
弁
切
断
の
利
益
を
享
受
し
う
べ
き
地
位
に
は
な

い
も
の
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
丙
の
甲
に
対

す
る
手
形
金
請
求
を
斥
け
た
。

右
の
判
旨
は
結
論
的
に
学
説
の
支
持
を
受
け
て
お
り
（
菊
池
和

彦
・
手
形
小
切
手
判
例
百
選
〔
第
六
版
〕
七
五
頁
参
照
）、
右
最
判
の
前

後
を
通
じ
て
、
下
級
審
レ
ベ
ル
で
も
広
く
認
め
ら
れ
て
来
て
い
る

（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
五
月
三
〇
日
高
民
集
一
五
巻
五
号
三
八
〇
頁
、

東
京
高
判
昭
和
三
九
年
八
月
七
日
金
法
三
八
九
号
八
頁
、
東
京
地
判
昭
和

四
六
年
二
月
一
二
日
下
民
集
二
二
巻
一
・
二
号
一
五
五
頁
、
大
阪
高
判
昭

和
四
八
年
九
月
二
一
日
判
時
七
二
三
号
九
二
頁
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
判
昭

和
五
四
年
六
月
二
二
日
判
タ
三
九
二
号
一
六
七
頁
、
名
古
屋
地
判
昭
和
五

七
年
八
月
二
七
日
判
タ
四
九
一
号
一
四
四
頁
）。

三

も
と
も
と
二
重
無
権
と
は
、
ド
イ
ツ
不
当
利
得
法
に
い
わ
ゆ
る

「
二
重
の
欠
缺
」（D

oppelm
angel

）、
す
な
わ
ち
、
三
者
間
（
三
角

関
係
）
に
お
け
る
給
付
の
原
因
関
係
が
、
そ
の
資
金
関
係

（D
eckungsverhältnis

）
も
、
対
価
関
係
（V

alutaverhältnis

）
も

欠
け
た
場
合
を
い
う
。
典
型
的
に
は
、
指
図
引
受
人
A
と
指
図
人
B

と
の
間
の
資
金
関
係
、
お
よ
び
、
指
図
人
B
と
指
図
受
取
人
C
の
間

の
対
価
関
係
が
二
重
に
欠
缺
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
場
合

に
、
A
B
間
、
お
よ
び
、
B
C
間
に
二
重
の
不
当
利
得
返
還
請
求

（D
oppelkondiktion

）
の
関
係
が
生
じ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
簡

便
に
A
か
ら
C
に
対
す
る
貫
徹
的
不
当
利
得
返
還
請
求

（D
urchgriffskondiktion

）
を
行
使
し
う
る
も
の
と
す
る
判
例
・
学

説
が
有
力
に
存
す
る
（V

gl.Loew
enheim

,
B

ereicherungsrecht,

3.A
ufl.2007,S.32f.;W

ieling,B
ereicherungsrecht,4.A

ufl.2007,

92f.

）。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
手
形
の
抽
象
性
（
無
因
性
）
は
、
そ
の
裏

打
ち
と
し
て
、
原
因
関
係
上
の
利
益
の
調
整
の
た
め
に
給
付
不
当
利

得
法
を
立
法
を
も
っ
て
内
在
さ
せ
て
お
り
（
ド
民
七
八
〇
条
以
下
、

七
八
三
条
以
下
、
八
一
二
条
、
八
二
一
条
）、
手
形
債
務
者
が
、
直
接

の
当
事
者
間
に
お
い
て
は
原
因
関
係
の
欠
缺
を
も
っ
て
抗
弁
を
対
抗

し
う
る
法
的
根
拠
は
不
当
利
得
の
抗
弁
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る

（
上
柳
克
郎
・
手
形
法
・
会
社
法
論
集
三
六
三
頁
以
下
、
三
八
六
頁
以
下

参
照
）。
そ
こ
で
右
の
貫
徹
的
不
当
利
得
の
論
理
を
為
替
手
形
（
指

図
）
の
み
な
ら
ず
、
約
束
手
形
に
お
け
る
手
形
抗
弁
に
適
用
し
う
る
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も
の
と
す
れ
ば
（
大
塚
龍
児
「
原
因
関
係
と
人
的
抗
弁
」Law

School
一
八
号
五
一
〜
五
二
頁
、
同
「
い
わ
ゆ
る
二
重
無
権
の
抗
弁
」
別
冊
法
セ

ミ
法
学
ガ
イ
ド
商
法
Ⅲ
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
）、
第
三
者
と
い
え
ど
も
不

当
利
得
の
関
係
で
は
「
直
接
の
」
当
事
者
と
い
っ
て
よ
い
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
不
当
利
得
の
抗
弁
と
し
て
の
二
重
無
権
の
抗
弁
が
認
め
ら

れ
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
（
竹
田
省
・
手
形
法
小

切
手
法
四
八
頁
註
（
二
）
を
嚆
矢
と
し
、
大
塚
龍
児
・
手
形
小
切
手
判
例

百
選
〔
第
四
版
〕
六
七
頁
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
手
形
・
小
切
手
法
三
四
五

頁
〔
倉
澤
、
田
邊
コ
メ
ン
ト
〕
な
ど
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
貫
徹

的
不
当
利
得
が
手
形
抗
弁
に
応
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
立
場
は
少
数
説

で
あ
る
と
す
る
早
川
徹
「
手
形
法
に
お
け
る
『
権
利
濫
用
論
』
に
つ
い
て
」

関
大
法
学
論
集
三
六
巻
三
・
四
・
五
号
三
〇
八
頁
以
下
参
照
）。

本
件
判
旨
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
二
重
の
欠
缺
論
に
よ
る
も
の

か
を
判
断
す
る
確
実
な
決
め
手
に
は
欠
け
る
が
、
最
判
昭
和
四
五
年

七
月
一
六
日
と
共
に
右
の
立
場
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
は
十
分
に

可
能
で
あ
ろ
う
（
笹
本
幸
祐
「
本
件
解
説
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
一
四
号

一
二
四
頁
は
ま
さ
に
こ
の
趣
旨
か
）。

四

本
件
に
関
し
て
裁
判
所
が
採
用
し
う
る
可
能
性
の
あ
っ
た
理
論

構
成
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、
隠
れ
た
取
立
委
任
の
抗
弁
、
判
例
上
の

い
わ
ゆ
る
権
利
濫
用
の
抗
弁
（
最
大
判
昭
和
四
三
年
一
二
月
二
五
日
民

集
二
二
巻
一
三
号
三
五
四
八
頁
）
が
い
ち
お
う
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
ず
隠
れ
た
取
立
委
任
裏
書
に
つ
い
て
は
、
信
託
裏
書
説
を
採
っ

た
場
合
、
債
務
者
は
裏
書
人
に
対
し
て
有
す
る
人
的
抗
弁
を
も
っ
て

被
裏
書
人
に
対
抗
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
所
持
人
は
た

と
え
取
得
時
に
害
意
が
な
く
て
も
「
固
有
の
」
ま
た
は
「
独
立
の
」

経
済
的
利
益
が
な
い
と
き
に
は
人
的
抗
弁
は
切
断
さ
れ
な
い
と
い
う

二
重
無
権
の
抗
弁
と
共
通
の
理
論
に
よ
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
竹

田
・
前
掲
、
鈴
木
竹
雄
・
手
形
法
・
小
切
手
法
二
七
一
頁
〔
但
し
旧
説
〕、

倉
澤
康
一
郎
・
手
形
判
例
の
基
礎
一
七
六
頁
。
高
田
・
手
形
小
切
手
判
例

百
選
〔
第
五
版
〕
一
〇
五
頁
）。
し
か
も
下
級
審
に
は
、
本
件
と
同
様

に
、
所
持
人
へ
の
裏
書
の
原
因
関
係
が
架
空
な
い
し
虚
偽
で
あ
る
と

断
じ
つ
つ
、
結
局
の
と
こ
ろ
裏
書
は
隠
れ
た
取
立
委
任
の
趣
旨
で
あ

る
と
し
て
固
有
の
利
益
論
を
も
っ
て
所
持
人
の
請
求
を
排
斥
し
た
も

の
も
あ
る
（
東
京
地
判
昭
和
四
一
年
五
月
一
〇
日
金
判
一
〇
号
一
〇
頁
、

東
京
高
判
昭
和
四
二
年
七
月
一
三
日
東
高
（
民
事
）
判
決
時
報
一
八
巻
七

号
九
一
頁
）。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
件
判
旨
が
所
持
人
が

主
張
す
る
裏
書
の
原
因
関
係
が
で
っ
ち

、
、
、

上
げ
の
類
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
一
足
飛
び
に
「
本
件
手
形
裏
書
の
原
因
関
係
は
い
っ
さ
い
存
在
し

な
い
」
と
し
た
の
は
や
や
性
急
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
も
、
お
よ
そ
原
因
関
係
が
一
切
「
な
い
」
手
形
行
為
な
ど
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考
え
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
何
故
に
本
件
手
形
は
G
か
ら
X
に
裏
書

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
「
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

う
え
に
、
本
件
で
振
出
人
Y
の
二
重
無
権
の
抗
弁
権

、
、
、

の
主
張
を
容
れ
、

所
持
人
X
の
請
求
を
排
斥
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
と
し
て
は
裏
書

の
趣
旨
が
隠
れ
た
取
立
委
任
で
あ
る
な
ど
の
裏
書
の
原
因
関
係
を
む

し
ろ
積
極
的
に
認
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
権
利
濫
用
の
抗
弁
の
先
例
で
あ
る
最
大
判
昭
和
四
三
年
一

二
月
二
五
日
は
、
そ
の
判
例
と
し
て
の
射
程
が
問
題
で
あ
り
、
事
実

関
係
を
仔
細
に
み
る
と
、
実
は
被
告
甲
が
受
取
人
乙
に
振
り
出
し
た

の
は
融
通
手
形
で
あ
っ
て
、
乙
か
ら
原
告
・
所
持
人
丙
の
裏
書
の
原

因
関
係
の
欠
缺
は
す
な
わ
ち
二
重
無
権

、
、
、
、

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た

（
倉
澤
康
一
郎
・
下
級
審
商
事
判
例
評
釈
（
昭
和
四
五
年
―
四
九
年
）
五

一
五
頁
、
高
田
・
商
法
の
判
例
と
論
理
（
倉
澤
還
暦
記
念
）
五
一
一
頁
）。

し
か
し
、
周
知
の
と
お
り
、
同
判
決
は
、「
自
己
の
債
権
の
支
払

確
保
の
た
め
、
約
束
手
形
の
裏
書
譲
渡
を
受
け
、
そ
の
所
持
人
と
な

っ
た
者
が
、
そ
の
後
右
債
権
の
完
済
を
受
け
、
裏
書
の
原
因
関
係
が

消
滅
し
た
と
き
は
、
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
爾
後
右
手
形
を
保

持
す
べ
き
何
ら
の
正
当
の
権
原
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
手
形
上

の
権
利
を
行
使
す
べ
き
実
質
的
理
由
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る

に
、
偶
々
手
形
を
返
還
せ
ず
手
形
が
自
己
の
手
裡
に
存
す
る
の
を
奇

貨
と
し
て
、
自
己
の
形
式
的
権
利
を
利
用
し
て
振
出
人
か
ら
手
形
金

の
支
払
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
如
き
は
、
権
利
の
濫
用
に
該
当
し
、

振
出
人
は
、
手
形
法
七
七
条
、
一
七
条
但
書
の
趣
旨
に
徴
し
、
所
持

人
に
対
し
手
形
金
の
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
判
示
し

て
お
り
、
こ
れ
を
形
式
的
に
み
る
限
り
は
、
手
形
債
務
者
が
独
自
の

人
的
抗
弁
を
有
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
持
人
が
そ
の
前

者
と
の
間
に
有
効
な
原
因
関
係
が
存
在
し
な
い
と
い
う
一
点
を
も
っ

て
所
持
人
の
権
利
行
使
を
濫
用
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

点
で
、
本
件
約
束
手
形
の
振
出
人
で
あ
る
Y
に
固
有
の
抗
弁
（
そ
れ

が
資
金
融
通
契
約
の
債
務
不
履
行
か
、
解
除
に
よ
る
も
の
か
―
―
丸
山
秀

平
「
本
件
判
批
」
中
央
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
中
央
大
学
法
科
大
学
院
）
三

巻
二
号
九
一
頁
―
―
と
い
う
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
）
が
明
確
に
認
定
さ

れ
た
本
件
に
は
右
最
大
判
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

高
田
　
晴
仁
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